
付録 B 給湯部のタンク容量 

給湯部のタンク容量𝑊𝑡𝑛𝑘は JIS A 4113「太陽蓄熱槽」で規定される貯湯槽容量の小数点第一位を四

捨五入し整数値とした値である。JIS A 4113「太陽蓄熱槽」で規定される貯湯槽容量の代わりに以下の

方法により計測した値を使用することもできる。 

給湯部の貯湯タンクが複数ある場合はそれぞれの貯湯タンクのタンク容量を合計した値で評価するこ

とができる。 

B.1 タンク容量の測定方法 

タンク容量は、タンクの構造により以下のいずれかの方法によって測定した値を用いることとする。試

験時の蓄熱媒体は水を用いて行い、密度は1.00g/cm3とみなす。 

B.1.1 開放型の場合 

給湯部のタンク内の液体が大気に解放された構造（開放型）のものについては、タンクに20℃±5℃

の水をゲージ圧344kPa±34kPa の給水静水圧の下でボールタップ、液面スイッチ等の給水制御装置が

閉止するまで給水し、その後、給水栓を止めて、排水口から排水した水の質量を JIS B7552 に規定する

器差が±1%の流量計を用いて測定した値とする。 

B.1.2 密閉型の場合 

給湯部のタンク内に大気圧を超える液体を貯蔵する構造（密閉型）のものについては、タンクに20℃

±5℃の水をゲージ圧80kPa の給水圧の下で満水状態まで給水し、その後、給水栓を止めて、排水口

から排水した水の質量を JIS B7552 に規定する器差が±1%の流量計を用いて測定した値とする。 

 


